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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 23,563 ― 10 ― △113 ― △479 ―
20年3月期第3四半期 24,805 16.8 1,051 501.8 941 893.3 196 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期純利
益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △19.53 ―
20年3月期第3四半期 8.00 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 19,993 4,171 20.1 163.78
20年3月期 22,156 4,886 21.4 193.15

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  4,020百万円 20年3月期  4,743百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 3.00 3.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 0.00 0.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,600 △18.1 △510 ― △770 ― △990 ― △40.32

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業 
績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指 
針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  24,630,000株 20年3月期  24,630,000株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  81,829株 20年3月期  69,862株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  24,553,410株 20年3月期第3四半期  24,564,602株
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定性的情報・財務諸表等 
 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における世界経済を概観しますと、米国のサブプライムローン問題に

端を発した金融市場の危機的な混乱が実体経済に波及し、世界的に経済環境が急速に悪化しており

ます。我が国経済におきましても、国内需要及び輸出の減少、急激な円高による企業収益の悪化に

より景気は急激に減速し、主な納入先である自動車業界ではこれまでにない大幅な減産に転じてお

ります。 

このような経済情勢の影響により、当第３四半期連結累計期間の売上高は、第３四半期での販売

数量減少を主要因に 23,563 百万円(前年同期比 5.0%減)となりました。利益面におきましても、コ

ストダウンと経費削減に努めましたが売上減少の影響が大きく、営業利益は 10 百万円(前年同期比

99.0%減)、経常損失は 113 百万円となりました。 

特別損益につきましては、特別利益に投資有価証券売却益 33 百万円、特別損失に棚卸資産の評価

に関する会計基準の適用によるたな卸資産評価損 134 百万円、確定拠出型年金制度移行に伴う退職

給付費用 131 百万円等を計上し、又、繰延税金資産の取崩し等により法人税等 112 百万円を計上し

た結果、四半期純損失は 479 百万円となりました。尚、前年同期比は参考として記載しております。

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

資産の部については、流動資産が 12,788 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,988 百万円の

減少となりました。固定資産は 7,204 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 174 万円の減少とな

りました。 

負債の部については、流動負債が 9,370 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 5,048 百万円の

減少となりました。 固定負債は 6,451 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 3,599 百万円の増加

となりました。 

純資産の部については、株主資本が 3,990 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 554 百万円の

減少となりました。評価・換算差額等は 29 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 168 百万円の減

少となりました。 

少数株主持分は 151 百万円となり、前連結会計年度末に比べ８百万円の増加となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

国内外の非常に厳しい経済状況を踏まえて、平成20年11月14日付にて業績予想の修正を行いまし

たが、当社を取り巻く環境は想像以上に悪化しており、今後しばらく継続することが見込まれるこ

とから、通期の業績見通しを再修正することといたしました。  

平成20年11月14日の決算短信で発表しました通期の連結業績予想との差異は以下のとおりです。 

 

(通期)                                     

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表値(A) 33,700 1,210 910 200 8.15

今回発表予想(B) 27,600 △510 △770 △990 △40.32

増減額(B-A) △6,100 △1,720 △1,680 △1,190 △48.47

増減率(%) △18.1 ― ― ― ―

前期実績 33,759 1,443 1,383 563 22.94

 

（当期の配当） 

 平成 21 年 3 月期配当予想については、平成 20 年 11 月 14 日に公表した数値を変更しております。詳細に

ついては、別途公表しております「通期業績予想の修正、繰延税金資産の取崩し並びに期末配当予想の修正

に関するお知らせ」をご参照下さい。 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  

① 税金費用の計算 
当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四

半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しており

ます。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

   「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成 18 年７月５日 企業会計

基準第９号)を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については原価法から原価法(収

益性の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上総利益、営

業利益及び経常利益が７百万円増加し、税金等調整前四半期純利益が 126 百万円減少しており

ます。 

③ 「連結財務諸表作成における存外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

   「連結財務諸表作成における存外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(企業会計基準委

員会 平成 18 年５月 17 日 実務対応報告第 18 号)を第１四半期連結会計期間から適用してお

ります。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

④ リース取引に関する会計基準等の適用 

   「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成５年６月 17 日 最終改正平成

19 年３月 30 日 企業会計基準第 13 号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業

会計基準委員会 平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針第

16 号)を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に

準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。 

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして

算定する方法によっております。 

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,853 2,964 

受取手形及び売掛金 5,612 7,021 

商品 407 349 

製品 1,671 1,635 

原材料 381 393 

仕掛品 496 729 

その他 1,388 1,709 

貸倒引当金 △22 △26 

流動資産合計 12,788 14,776 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,596 1,656 

機械装置及び運搬具（純額） 2,297 2,301 

工具、器具及び備品（純額） 138 159 

土地 1,721 1,741 

建設仮勘定 159 166 

有形固定資産合計 5,914 6,025 

無形固定資産   

その他 18 20 

無形固定資産合計 18 20 

投資その他の資産   

投資有価証券 537 832 

繰延税金資産 509 279 

その他 230 227 

貸倒引当金 △5 △5 

投資その他の資産合計 1,272 1,334 

固定資産合計 7,204 7,379 

資産合計 19,993 22,156 
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,970 7,845 

短期借入金 324 2,182 

1年内返済予定の長期借入金 838 2,493 

未払法人税等 19 48 

賞与引当金 210 369 

設備関係支払手形 254 598 

その他 751 879 

流動負債合計 9,370 14,418 

固定負債   

長期借入金 5,517 2,092 

退職給付引当金 849 685 

役員退職慰労引当金 84 73 

固定負債合計 6,451 2,851 

負債合計 15,821 17,270 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,838 1,838 

資本剰余金 1,530 1,530 

利益剰余金 635 1,188 

自己株式 △13 △11 

株主資本合計 3,990 4,545 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 39 187 

為替換算調整勘定 △9 11 

評価・換算差額等合計 29 198 

少数株主持分 151 142 

純資産合計 4,171 4,886 

負債純資産合計 19,993 22,156 
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

売上高 23,563

売上原価 19,985

売上総利益 3,577

販売費及び一般管理費 3,567

営業利益 10

営業外収益  

受取利息 2

受取配当金 16

スクラップ売却益 70

その他 47

営業外収益合計 136

営業外費用  

支払利息 128

為替差損 33

持分法による投資損失 36

その他 62

営業外費用合計 260

経常損失（△） △113

特別利益  

投資有価証券売却益 33

その他 5

特別利益合計 39

特別損失  

たな卸資産評価損 134

退職給付費用 131

その他 18

特別損失合計 283

税金等調整前四半期純損失（△） △358

法人税等 112

少数株主利益 8

四半期純損失（△） △479
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △358

減価償却費 567

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10

退職給付引当金の増減額（△は減少） 163

賞与引当金の増減額（△は減少） △158

受取利息及び受取配当金 △18

支払利息 △128

有形固定資産売却損益（△は益） 17

有形固定資産除却損 6

売上債権の増減額（△は増加） 1,358

たな卸資産の増減額（△は増加） 125

仕入債務の増減額（△は減少） △877

未払消費税等の増減額（△は減少） △22

その他 79

小計 763

利息及び配当金の受取額 19

利息の支払額 130

法人税等の支払額 △113

営業活動によるキャッシュ・フロー 799

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △895

有形固定資産の売却による収入 3

投資有価証券の売却による収入 42

その他 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △845

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,843

長期借入れによる収入 4,207

長期借入金の返済による支出 △2,350

配当金の支払額 △73

その他 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △61

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △111

現金及び現金同等物の期首残高 2,964

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,853
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財

務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年 12月 31日)において当社グルー

プ（当社及び連結子会社）は、ファスナー（ねじ）専業であり製品の種類、製造方法、販売市場の類似

性から判断して同種、同系統のファスナー（ねじ）を製造しているため、その記載を省略しております。 

 

【所在地別セグメント情報】 
当第３四半期連結累計期間(自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年 12 月 31 日)における、全セグメ

ントの売上高合計に占める「本邦」の割合が、90％超であるため、その記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

 

 北米地域 欧州地域 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高(百万円) 2,066 250 99 2,417 

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 23,563 

Ⅲ 連結売上高に占める 

  海外売上高の割合(％) 
8.8 1.1 0.4 10.3 

 

（1）国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
 （2）各区分に属する主な国又は地域 
   ①  北米地域   米国、カナダ 
   ② 欧州地域   ドイツ、イギリス、フランス、スウェーデン 

③ その他の地域 オーストラリア、ニュージーランド、中国、韓国 
 
(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 
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「参考資料」 

 前年同四半期に係る財務諸表等 

（1）（要約）四半期連結損益計算書 

前年同四半期 
(平成 20 年３月
期第３四半期)科目 

金額 
（百万円） 

Ⅰ 売上高 24,805 

Ⅱ 売上原価 20,465 

売上総利益 4,339 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 3,287 

営業利益 1,051 

Ⅳ 営業外収益 125 

Ⅴ 営業外費用 235 

経常利益 941 

Ⅵ 特別利益 15 

Ⅶ 特別損失 568 

税金等調整前四半期純利益 388 

税金費用 167 

少数株主利益 25 

四半期純利益 196 
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